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９月の学校経営 VISION

大志にいどみ 活気あふれる わが母校こそ わが誇り ～地域に誇れる一流の吉岡中学

よく学ぶ生徒（知） 心豊かな生徒（徳） 健康でたくましい生徒（体）

９月の学校経営の重点 ○夏休み明けの生徒の変化へのきめ細やか対応 → 早く生活リズムを取り戻させる

９月の生徒指導重点目標
○学習への真剣な取組 ○学校生活のリズムの確立 ○体育祭の準備を通しての学級の団結力の強化

（指導内容） 夏休み以後の生徒の把握、個別指導、学級の整備、期末テストへの取組今月の留意点

１ いのちを大切にする教育の徹底（夏休み明けの生徒の動向を把握する）
・夏休み明けの生徒理解に努め、生徒の少しの変化にも敏感に対応する。必要
に応じて家庭訪問、教育相談を行う。気になることは、学年主任、生徒指導
主任、管理職に報告、連絡、相談する。

・絆週間（８月２９～９月４日）を活用し、各学年、同じ教材で生命尊重や絆
に関する道徳授業を実施する。

絆週間への取組
２ 夏休み中の課題や提出物へのきめ細やかな指導の徹底（生徒の意欲を高める）

・生徒が提出した作品等に対し、朱書を入れるなどし、確認したことがわかる
ようにして生徒に返却する。（評価を行う）

・夏休み中、生徒が努力したこと、継続できたことは大いにほめ、やる気が持
続するように指導支援する。

・夏休み作品展（８月３１～９月２日）の準備を行う。見やすい掲示、生徒の作
品を大切にした掲示や陳列を行う。

努力を認めるチャンス
３ 期末テスト（９月６、７、８日）の取組の徹底（計画的に取り組ませる）

・中間テストの結果を踏まえて、具体的な目標と目標達成のための綿密な計画
を立てさせる。

・学習が遅れがちな生徒、努力を続けることが苦手な生徒は、個別に指導する。
「よしなび」を大いに活用する。

・テストの返し方を工夫し、生徒の学習意欲を高める指導をする。
学びの秋への意識

４ 体育祭の指導の徹底（リーダーの育成、クラスの団結力の育成）
・具体的な活動を通して、リーダーが成長するよう支援していく。３年が１、２
年を指導支援する場面を多く設定する。

・体育祭の練習を通して、時間を守る、ルールを守るなど節度ある行動を指導し
ていく。

・体育祭を通して、吉中生の自覚、誇りを持たせ、学校としての団結力を高める。
・できたこと、努力したことは大いに褒め、生徒に自信を持たせ、生徒のやる気
を高める。生徒が主役、教師は黒子

４ 新人体育大会市予選会（９月２８、２９、３０日）に向けての指導支援の徹底
（忙しい中ですが極力、現場で指導する）
・試合当日までの練習メニューの確認と日頃の練習の成果が発揮できるよう精
神面での指導支援を行う。

・特に２年生が上級生として自覚をもつよう指導支援する。
・勝負にこだわることは必要であるが、大会までのプロセスも評価し、生徒が
自信をもつよう指導支援する。

吉岡中生としての誇りと自覚


